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■■要約■■

○シュルレアリスムの誕生○

・　第一次世界大戦後、左転向するフランス。物質文明、合理主義に対して否定的で破壊的であったダダイズムは出口を見出せなくなっていた。新しい価値観を求めて、ダダイズムを清算し、肯定的な方向を求めてダダから抜け出した者たちが起こした運動がシュルレアリスムである。その中心人物が、1924年に『シュルレアリスム宣言』を発表したアンドレ・ブルトンであった。フロイトに影響を受けた彼は、「夢」や「幼年期の幻想」、更に「狂人として宣告を受けた人々の錯乱状態」など、今まで焦点を当てられなかった精神状態に注目し、無意識の世界を追及してゆく。無意識の世界にこそ、普段私たちが見ている理性によって歪められた現実の延長にある「強い現実」があると考えたからであった。＊それは当時の主流であった伝統主義や合理主義に対しての反抗でもあった。『シュルレアリスム宣言』の中でブルトンは、シュルレアリスムを「心の純粋なオートマティスム」「理性によって行使されるどんな統制もなく、美学上ないし道徳上のどんな気づかいからも離れた思考の書きとり」と定義している。まもなく資本主義によって生まれた“大衆”に迎合し始める社会の中で、シュルレアリストたちの活動は、詩、絵画、彫刻、写真など広範囲に渡って行われた。
・　フロイトによって影響されたブルトンが最初に注目したのは、「夢」の重要性であった。彼は夢によって引き起こされる「驚異（不思議）」の再構築が、詩人によって可能であると述べている。またシュルレアリスムの作品は「偶然」を重視している。夢や狂気、エロティシズムなどの要素を取り入れ、一見非合理的で不可思議に見えるのが特徴である。これらの要素はすべて近代理性へのアンチテーゼである。オートマティスム、コラージュ、フロッタージュ、デカルコマニーなど、これらシュルレアリスムの技法はみな偶然を作品に取り込む技法である。
○シュルレアリスムと驚異○

・　シュルレアリストたちはまた、詩人に端を発した“意識的に一種の夢に似た世界を作る”方法を発展させる。これはロートレアモンの書いた『マルドロールの歌』（1868-69）に影響をうけており、「手術台の上の、ミシンと雨傘との出会いのように美しい」という一節のように、一見かけはなれたものたちが併置されることによって、思いがけない効果がもたらされるといったものである。この手法は、エルンストによる写真のコラージュなどにより、さらに広がりを見せた。それは単なる夢の驚異の追求からの新たな段階だった。

・　夢と並んでシュルレアリストたちが注視したものに、“客観的偶然”がある。思いがけない偶然の出会いこそ、彼らの唱えるシュルレアリスムの焦点であった。彼らの“偶然”に対する興味は、１９２５年ブルトン夫妻らによって始められた「コンシクエンス」ゲーム（「参加者が文章の構成要素をかわるがわるに書き、前のメンバーの書いたものが見えないようにしてつなげてゆく」）によって消化される。ばらばらの文章を共同で組み立ててゆくという作業は、限りなく個人性をあいまいなものとし、それによって“偶然”―――思いがけない出会いが成立するのであった。そうして生み出されたのが「甘美な・死骸が・新しい・葡萄酒を・飲むだろう」という一文である。このような“偶然”の過程によって生み出された言葉こそが、どんな個々の芸術家たちよりも正確に、シュルレアリスムの反美学的性質を表したのであった。

○シュルレアリスムと画家たち○

　パブロ・ピカソは、シュルレアリスムがもっとも期待をかけていた人物である。彼は立体主義的フォルムと古典主義的フォルムとを同時並行させており、当惑を誘うものだった。ブルトンはピカソに歩み寄り、ピカソにとっても大戦中の中立的な立場による孤立の一時期のあとの若い熱心な支持者からの好意は、励ましになっていた。しかし、実際のところ、シュルレアリスムはピカソに新しい活動の場をひらいてくれたが、ピカソ自身は正式に入会署名をしたことはなかった。

　ジョルジュ・デ・キリコは、形而上芸術に特有の変形された羨望から生まれる異様な雰囲気を描いており、ブルトンやエルンストを感動させ、また、彼のイメージ表現は夢によって呼び起こされたものと解釈された。デ・キリコもシュルレアリスムに対して支持を表していたし、黙従していた。しかし、実際のところデ・キリコ自身は自らのニーチェ的な作品をフロイト的な視点からは見ていなかったし、理論的な相違は明らかであった。

　マン・レイは、シュルレアリストたちにとって不可欠の存在であった。マン・レイの写真は現実の出来事に立脚してもいるが、それを彼は「驚異」と結び付けており、いかにも現実らしい結果をくつがえした。また、革新的な裸体写真など、エロティックなものの探索もつづけており、抑圧された性の表出が合理主義からの開放、因襲による拘束からの脱出に等しいとみなされてた。さらに、彼は「ソラリゼーション」と称する巧妙な技術操作を肖像画に利用し、神秘的なヴェールのような印象をもたらすなどのさまざまな効果を生み出した。

　マックス・エルンストは、幼年期の思い出に誘発された「フロッタージュ」と呼ばれる技法や、この技法を油彩画に利用した「グラッタージュ」と呼ばれる技法を発明した。しかし彼は、最終的なイメージを得るために表面の手直しをする過程を繰り返し、作品のインパクトを引き出していった。

　アンドレ・マッソンは、初めは立体派に近いところにいたが、オートマティスムの可能性を急いで我が物にしようとし、彼のカリグラフィー（文字的表現）のインクは詩人たちの実践していたものに近づいていった。彼の作品の多くは、意識的判断を最小限に切りつめ、手直しの操作を排除するために、急速な連続作業とトランスに似た忘我境のなかで生まれた。そして、彼のデッサンのほとんどはいくつかのテーマが隠されていて、それらは思いがけない結合の形をとって示された。

　ジョアン・ミロは、キュビズムを通過したのち、写実的表現に移った。薄く塗りひろげた色彩の上に、微小な記号たちを配置したミロの作品の示す魅力的なバランスは、絵画というものをその最初の原理にもとづいて再発明しているかのようにみえた。彼も、彼に影響を受けたイヴ・タンギーもシュルレアリスムのオートマティスムのなかに刺激的なものを見出していた。彼らはまずデッサン、そしてだんだんとカンヴァスの上に、夢を思わせるような個人的なイメージ世界を解き放っていった。

ルネ・マグリットは、大衆娯楽作品のようなイメージを多くモチーフにしている。場面は不吉な予感をはらむ雰囲気で、見慣れたものを転倒させるようなやり口である。期待をこっそり裏切るような逆説のイメージを世界のなかに送りこみ、結果として、存在や現実の本性についての哲学的な問いを提起している。彼はパリよりもベルギーで厚い待遇を受け、ブリュッセルで重要な個展が１９２８年にひらかれた。
○シュルレアリスム絵画は存在しない？○

・　シュルレアリスムの反・美学の逆説のひとつは、個人的なヴィジョンを重視していながら、今世紀のもっとも技術的創意に富んだ運動になったということである。オートマティスムの探索を通じて、それぞれの芸術家がそれぞれの手段を求め、無意識への道を開こうとしていた。しかしモリーズはシュルレアリスム絵画について、油彩画に必要とされる時間と抑制はオートマティスムの条件とは相容れないと指摘する。またナヴィルは「シュルレアリスム絵画というものが存在しないことは、いまや誰知らぬ者のない事実である」と言及した。彼の論は、頻繁な交流のあった共産主義思想の影響を受けており、シュルレアリストたちは匿名的な、あるいは共同体的ヴィジョンをめざす集団実験を展開するべきだというものだった。

· 一方で、ミロがパリで初個展を行い、これはシュルレアリスムのイヴェントとして紹介された。その後には、ミロ、マッソン、エルンスト、ピカソがシュルレアリスム絵画展の核になり、デ・キリコ、クレー、マン・レイらも加わった。この催しは理論上の意義をはねつけるだけでなく、シュルレアリスム絵画というものが存在することを大衆に確信させる目的ももっていた。共同体活動を展望するナヴィルと対立して、ブルトンはシュルレアリスム絵画における個人表現の価値を強調した。彼は、芸術のための芸術を正当化するのではなく、芸術家たちがそれぞれもう一つの現実を提示することの意義を主張した。

○シュルレアリストと政治的共同体○

· 視覚上のシュルレアリスムに対するナヴィルの異論が内部に論争をよびおこしたように、政治位置についても同じようなことがおこった。それは共同体活動に参加することの可能性と結果を発端にしていた。シュルレアリストたちは、政治的・社会的革命への欲求のなかで、ひとりひとりの個人的活動がどうあるべきなのかという問を抱えていた。しかし個人の表現を重視する絵画は、そのような考えと矛盾していることは明らかである。
・　１９２５年にモロッコにおけるフランスの植民地戦争「リフ戦争」の勃発時、彼らはモロッコの革命的指導者に感銘を受け、連帯を表明した。そして公認のフランス共産党よりも、コミンテルンに直結して急進的な活動を行った。これにより、シュルレアリスムの活動は、個人活動の可能性も開かれたままだったが、より政治色の強いものとしてみなされるようになった。だが内部ではシュルレアリストたちは共同体として革命活動に身を投じるにしても、個人的な探求を放棄する気などなかったことから行き詰まりがおこる。しかしブルトンはナヴィルの呼びかけに応えるように、文学的、理想主義的または芸術関係の職業に関わった者は次々と除名し、マルクス主義的な集団活動の道を優先させた。

・　１９２７年には、ブルトンらは意想外にも「白日のもとに」という声明文を発し、共産党に戻っていった。それは彼らの自然な結びつきのうちに生まれた困難をとりのぞくためであり、シュルレアリストの間ではおおむね支持を受けた。またこれにより、政治的参加によっても彼らの独自の関心が減少しないことの立証にも役立った。

・　芸術と政治をめぐる議論は分裂の因になりはしたが、シュルレアリスムの位置をはっきりさせた。画家は、オートマティスムや「内部のモデル」を描く行為により身をまかせた。また革命的渇望は彼らをノスタルジアから、神話から、古典主義から引きはなし、合理主義の否定は立体主義（レジェなど）や構成主義的抽象（モンドリアンなど）から彼らを引きはなした。

■■考察■■

　

この文献は「ダダとシュルレアリスム」という本の中の、第六章「夢の大波」で、第五章までのダダ運動が終わりシュルレアリスム運動の開幕が書かれている。これまで見てきたように、シュルレアリストの思想、手法、そして目指したものがよく表れている。そして考察では、彼らの意思はどれほど達成可能なものであったかを考えていきたい。

まず彼らの思想について、フロイトの精神分析に影響をうけたシュルレアリストたちは、無意識や夢というものを追求した。ここでの無意識や夢の追求は何を意味しているのか。フロイトの理論で言えば、「抑圧された願望」が無意識層に押し込められている、ということである。それは「生」の願望、生命エネルギー、そして「性」への衝動などを指し、これらは意識としての社会生活を送るためのルールや規範によって押し込められている、と考えられている。シュルレアリストたちは経済的、政治的に発展し確立してゆく社会の中で、その合理主義に反発し、人間の本来の欲望を解放することを目的としたと思われる。無意識や夢、または偶然によってもたらされる「驚異」、つまり人々に驚きや不思議を与えるような超現実の世界（現実には起こりえない、現実を超えた世界）に、社会変革の可能性を見出したのである。つまり、現実の社会や人々の精神の改革を目指し、その手段として超現実を選んだと言える。

シュルレアリストの絵画や詩は、その奇妙さや現実離れした世界観からして、一見すると世捨て人のような印象を受ける。しかし実際の彼らは、「芸術による生」「芸術による改革」を目指す、とても前向きで意識の高い集団だと考えられる。

また、彼らは共産党の一部として政治活動にも積極的に参加している。彼らは、なぜそこまで政治にこだわり続けたのだろう。政治は、目的と計算を必要として、合理的な道を選ぶ。そのような政治家から見ると、シュルレアリストのやっていることは、まったく遊びのようだったに違いない。ブルトンは、社会変革のために有効な道、つまり共同体活動と政治を選んだが、これは結局のところ効果がなかったと言ってもよいだろう。それは芸術と画家の存在に理由があると、私たちは考える。芸術というものは、それ以前は宗教の啓蒙や王侯貴族の権威の象徴として、長い間存在していた。そのため大衆は、芸術など金持ちの娯楽ぐらいに考えていただろうし、また現在でもそう考えられているかもしれない。そのような大衆の精神を変革させるというのは、１９２０年代という時代においてかなり困難だったのではないだろうか。また、政治的に活動するといっても、彼らの無意識や夢や偶然からなる超現実の世界を表す作品が、一般の人々に伝わっていたとも言いきれないだろう。

　その上、シュルレアリスムというものの存在を大衆に知らせた絵画は、画家よるものだった。しかし画家は個人の表現や「内面のモデル」の追求に夢中で、集団的な活動にほとんど興味がなかったと思われる。ましてや政治などまったく視野の外だったに違いない。彼らはやはり、ブルトンの思想とは相容れないものであった。その結果として、ブルトンの周りには何人もの画家が近づいてきたが、結局離れていってしまったのだから。

　これらのことから、私たちはシュルレアリスムが理論ばかりが先行してしまった運動だったと考える。ブルトンの思想が飛び抜けすぎているために、手段がそれに伴っていなかった。しかし今日でも、シュルレアリスムの詩や絵画が私たちを惹きつけるのは、やはりすぐれた作品が多いからだ。それは芸術を商品として捉えない、芸術至上主義の精神を受け継いでいるためである。社会を改革させるという思想には無理があったようだが、シュルレアリスムの作品は、おもしろいものばかりだと思う。

■■疑問点■■

ここまで見てきたシュルレアリスムの絵画を、現代の私たちから見るとどのように映るか？おもしろい？超現実の世界が見える？？
■■用語解説■■

アンドレ・ブルトン　　フランスの詩人、作家。1896年フランスのブルターニュ地方に生まれる。パリで医学生として学ぶかたわら、1913年ごろから詩を発表し始める。19年にパリでアラゴン、スーポーとともに『文学』誌を創刊。20年からダダ運動に参加し指導者の1人となるが、やがて離脱、エリュアール、ペレ、エルンストらと別の集団を形成。24年（２８歳）『シュルレアリスム宣言――溶ける魚』を刊行して多くの参加者を得る。28年、主著『ナジャ』および『シュルレアリスムと絵画』を刊行。29年『シュルレアリスム第二宣言』によって運動を新方向に導いたのち、30年代には詩集『白髪の拳銃』（1932）、散文『通底器』（1932）、『狂気の愛』（1937）などを発表し、その白熱する言語によって影響力を維持する。第二次大戦中はニューヨークに亡命し、47年に帰国。没するまで現代の文学・芸術の方向を左右する巨人の１人であり続けた。シュルレアリスムのグループの間では“法王”のあだ名で呼ばれ、カリスマ的な存在で、その中心軸となって活動した。

合理主義　　非合理的、偶然的なものを排し、理性的、論理的、必然的なものを尊重する立場。合理論、理性論、理性主義などともいう。実践的規準として、理性的原理だけを尊重する生活態度をさしていうこともある。形而上（けいじじょう）学的には、理性や論理が世界をくまなく支配していて、この世に存在理由をもたないものはなにもありえないという説で、ギリシア古典期の観想的理性主義の哲学がその代表である。
ダダ　　第一次大戦渦中の1916年、チューリヒには合理主義を嫌悪する厭世的な気分が満ちていた。そしてそのような気運に対応する反芸術的な文芸運動としてダダが始まった。F・ピカビア、K・シュヴィッタース、M・レイ（M・デュシャンを含める場合もある）らがその先鋭的な主張に刺激を受け、「アサンブラージュ」、「コラージュ」、「フォトモンタージュ」などの技法を駆使した造形作品を矢継ぎ早に発表した。なお、造形運動としてのダダの展開はほぼパリ一都市に限定され、この運動に参加した作家の大半は、20年代以降その理念や技法を「シュルレアリスム」へと継承していく。ダダとシュルレアリスムしばしば似たものとして考えられる。しかしこの２つは、ダダがただ芸術における破壊を目的としているのに対して、シュルレアリスムが破壊の上の創造を目的とし、それを理論化している点に相違がある。

フロイトの精神分析　　フロイトによって始められた神経症診断の方法。また、さらに広く精神の無意識の深層を分析する方法をさす。フロイトによれば、精神過程は意識、前意識、深層である無意識の三層に分けられる。抑圧された願望はこの無意識層に押し込められると考え、それを対話・夢・連想などから発見、意識化することで治療しようとする。フロイトは無意識の存在を前提としているわけではなく、言い間違いなどが見られたときに、その背後に無意識の存在を見出せるとしている。
古典主義　　古代ギリシア・ローマの作品を規範とし、理性・調和・形式美を追究する芸術思潮。文学では一七、八世紀にフランスのラシーヌ・モリエール、ドイツのゲーテ・シラーらによって展開された。美術では、ルネサンス期や一七世紀フランスの画家プーサンなど各時代にみられるが、ふつう一八世紀後半から一九世紀半ばにかけて興った新古典主義をさす。
共産主義　　財産の私有を否定し、生産手段・生産物などすべての財産を共有することによって貧富の差のない社会を実現しようとする思想・運動。現在ではマルクス主義を指し、プロレタリア革命によって実現される人類史の発展の最終段階としての社会体制。そこでは階級は消滅し、生産力が高度に発達して、各人は能力に応じて働き、必要に応じて分配を受けるとされる。
左派　　フランス革命当時、議会で議長席から見て左方に急進派のジャコバン派がいたところから、社会主義・共産主義・無政府主義などの革新的な思想。現在の社会体制や秩序の、急激な、あるいは根本的な変革をめざす主張や立場。
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